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論 文 審 査 の 要 旨
土壌中には多種多様な細菌が生存 し,元 素の循環的化学変化を担い,植 物の生育を支えている。
各土壌には増殖の速いものから遅いものまで多様で,そ れぞれ特徴 ある細菌が,互 いに関連 し
あって生存していると考えられる。本研究の第一の目的は,こ うした多様な細菌を含む菌株 コレ
クションを構築することである。また,本 研究の第二の目的は,こ うして構築された菌株 コレク




(1992年採取)の 分散液を培養 し,経 時的に出現 コロニー数を測定 し,そ のコロニー形成曲線を
解析 し,約160時 間で,4つ の成分曲線が認められた。こうした4つ の成分曲線は,1987年 に採取
した土壌でも認められ,本 草地の細菌群集の特徴と考えられる。各成分曲線に沿って形成 された
コロニーから単離 した細菌株を,そ れぞれcCFCグ ループ1,皿,皿,IVと してまとめた。各細菌
のコロニー形成開始時間(t,値)の グループ毎のヒス トグラムは,い 守れも集中分布を示し,極
大値は1,皿,皿,Wと 順に大 きくなる傾向を示した。また,各 菌株の形態的,生 理的特徴によ
る細菌のクラスター化を行い,各 グループの構成を1987年 の結果と比較したところ,グ ループH
と皿は類似し,1とWは 変化 していた。また,低 栄養細菌の存在割合は,1,Hで 殆 どな く,
皿,Wと なるにつれ増大する傾向が両年のコレクションに認められた。以上の結果,コ ロニー形
成曲線を利用 した細菌菌株コレクションにより,草 地の細菌群集の構成特徴を明らかに しえた。
つぎに,こ の菌株コレクショソを用い,各 細菌体のホパノイ ド含有の有無を検討 した。まず,
細菌体か らクロロフォルム/メ タノール混液およびメタノールでリピド成分を抽出し,シ リカ ・
ゲル ・クロマ トグラフィーで分画し,ガ スクロマ トグラフィーでホパノイ ド成分を検出 した。検
出区分をHPLCを 用いて再分離 した後,1H』NMRと マススペクトルによリホパノイ ド化合物 の
骨格の存在を確認した。また,ホ パノイ ドの多 くは細胞膜区分に存在することが認められた。つ
いで,抽 出 リピド中のホパノイ ド化合物をC35,C3。(diploptene)C3。(diploptero1)に 大別 し,ガ
スクロマ トグラフィーにより測定 した。その結果,ど のグループでも,70%以 上の菌株がホパノ
イ ド化合物を含有していることが明らかとなった。 この事実は,土 壌中の細菌が直面 しているス
トレスと関連すると想定された。また陸棚の堆積物にホパノイ ドが集中的に存在する報告との符
号を注目した。
以上,本 研究は草地土壌細菌群集の種構成の特徴を明らかにす るとともに,ホ パノイ ド化合物
がこの細菌群集中に高頻度で存在することを示 したもので,審 査委員一 同は,本 研究者に博士
(農学)の 学位を授与するのに値するものと認定 した。
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